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(57)【要約】
【課題】押印状態を確認することができるようにするこ
とにより、良好な印影の押印をすることができる印鑑補
助具及び押印確認機構付印鑑を提供する。
【解決手段】印字部材１と、印字部材１を押印する際に
、印字部材１に所定の圧力が印加されたことを発光によ
り知らせる押印確認機構１００とを備える。押印確認機
構１００は、例えば、発光部１０１と、発光部１０１に
対して電気的に接続された第１端子１０３及び第２端子
１０４とを有している。第２端子１０４は、印字部材１
に圧力が印加されていない時には第１端子１０３から離
間して位置し、印字部材１に印加される圧力に応じて第
１端子１０３の方に移動して、第１端子１０３と接触す
るように構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印鑑に取り付けて用いる印鑑補助具であって、
　印鑑を押印する際に、印鑑に所定の圧力が印加されたことを発光により知らせる押印確
認機構を備えたことを特徴とする印鑑補助具。
【請求項２】
　前記押印確認機構は、
　発光部と、
　前記発光部を発光させるための電池と、
　前記発光部に対して電気的に接続された第１端子と、
　前記発光部に対して電気的に接続され、印鑑に圧力が印加されていない時には前記第１
端子から離間して位置し、印鑑に印加される圧力に応じて前記第１端子の方に移動して、
前記第１端子と接触する第２端子と、
　弾性体よりなり、印鑑に印加される圧力に応じて変形することにより前記第１端子と前
記第２端子との距離を変化させる変形部と
　を有することを特徴とする請求項１記載の印鑑補助具。
【請求項３】
　印鑑に圧力が印加されていない時における前記第１端子と前記第２端子との間の距離は
変更可能とされたことを特徴とする請求項２記載の印鑑補助具。
【請求項４】
　前記押印確認機構は、
　前記第１端子と前記第２端子とが接触したのち発光部の発光を維持する発光維持手段と
、
　前記発光部の発光を停止させる発光停止手段と
　を有することを特徴とする請求項２又は請求項３記載の印鑑補助具。
【請求項５】
　印鑑を取り付ける取付部が設けられると共に、前記押印確認機構が配設された接合固定
部材と、
　前記押印確認機構を覆い、前記押印確認機構に対して着脱可能に配設されたカバー体と
を備え、
　前記カバー体を取り外すことにより、前記電池は交換可能とされた
　ことを特徴とする請求項２から請求項４のいずれか１に記載の印鑑補助具。
【請求項６】
　前記発光部は３個以上設けられ、
　前記第１端子及び前記第２端子の少なくとも一方は、前記発光部の数に合わせて３個以
上設けられた
　ことを特徴とする請求項２から請求項５のいずれか１に記載の印鑑補助具。
【請求項７】
　印字部材と、
　前記印字部材を押印する際に、前記印字部材に所定の圧力が印加されたことを発光によ
り知らせる押印確認機構と
　を備えたことを特徴とする押印確認機構付印鑑。
【請求項８】
　前記押印確認機構は、
　発光部と、
　前記発光部を発光させるための電池と、
　前記発光部に対して電気的に接続された第１端子と、
　前記発光部に対して電気的に接続され、前記印字部材に圧力が印加されていない時には
前記第１端子から離間して位置し、前記印字部材に印加される圧力に応じて前記第１端子
の方に移動して、前記第１端子と接触する第２端子と、
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　弾性体よりなり、前記印字部材に印加される圧力に応じて変形することにより前記第１
端子と前記第２端子との距離を変化させる変形部と
　を有することを特徴とする請求項７記載の押印確認機構付印鑑。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印鑑の押印状態を確認することができる印鑑補助具および押印確認機構付印
鑑に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印鑑を用いて押印する際、一般的にはまず印鑑を朱肉に押し付けて印字面にインクをつ
け、平面上にある紙面に対して押印を行う。印鑑の印字面も平面的であるため、正確な押
印を行うためには印字面と紙面を平行に保つ必要がある。しかし、人の手によってこの２
つを平行に保つことは難しく、傾きが生じてしまう場合が多い。その結果、印字にずれや
かすれが生じてしまう。この課題を解決するために、印字面と印鑑の軸の間に傾きを吸収
するために弾性体などを挟む技術がある（例えば、特許文献１および特許文献２参照）。
特許文献１は、印章の軸と印面が回動可能に、あるいはシリコンゴムで接続されることで
、多少印章の軸を斜めにして押印しても印面は平面な状態で押印されるものである。特許
文献２は、印鑑に圧力吸収素材を挟むことによって、印鑑の体軸をまっすぐに補正するも
のである。また、平行を維持しやすくする手段として、全体を固定するものもある（例え
ば、特許文献３参照）。特許文献３は、丸型印鑑での押印時に、印鑑固定部材と四角柱状
挟持押圧部材を用いることで均等な押圧力を印加されるようにするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－３００７８５号公報
【特許文献２】特開２００９－１０１８号公報
【特許文献３】特開２０００－２５３１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、これらの技術では、押印時に傾きが生じてしまった場合や押圧力が印字面に対
して均等に加わらなかった場合に印字が正確に行えないという問題があった。また、印字
を正確に行えたかどうかは、印字を終えてからしか確認できず、印字中にどの部分に充分
な力が伝わっているかを知ることもできないという問題もあった。
【０００５】
　本発明は、このような問題に基づきなされたものであり、押印状態を確認することがで
きるようにすることにより、良好な印影の押印をすることができる印鑑補助具及び押印確
認機構付印鑑を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の印鑑補助具は、印鑑に取り付けて用いるものであって、印鑑を押印する際に、
印鑑に所定の圧力が印加されたことを発光により知らせる押印確認機構を備えたものであ
る。
【０００７】
　本発明の押印確認機構付印鑑は、印字部材と、印字部材を押印する際に、印字部材に所
定の圧力が印加されたことを発光により知らせる押印確認機構とを備えたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、所定の圧力が印加されたことを発光により知らせる押印確認機構を備
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えるようにしたので、押印状態を押印中に確認することができる。よって、容易に良好な
印影の押印をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る押印確認機構付印鑑の全体構成を表す図である
。
【図２】図１に示した第１端子固定部材を印字部材の反対側から見た構成を表す図である
。
【図３】図１に示した電池収納板を印字部材の反対側から見た構成を表す図である。
【図４】図１に示した回路保持板を印字部材の反対側から見た構成を表す図である。
【図５】図１に示した発光部基板を印字部材の反対側から見た構成を表す図である。
【図６】図１に示した押印確認機構の回路図である。
【図７】図１に示したカバー体の構成を表す図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る印鑑補助具の全体構成を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（第１の実施の形態）
　第１の実施の形態は、押印確認機構付印鑑に関するものである。この押印確認機構付印
鑑は、印字部材１と、この印字部材１を押印する際に、印字部材１に所定の圧力が印加さ
れたことを発光により知らせる押印確認機構１００とを備えている。印字部材１は、例え
ば、接合固定部材２により押印確認機構１００と接合されている。接合固定部材２には、
例えば、印字部材１を取り付ける取付部が設けられており、印字部材１は印字面と反対側
を取付部に挿入して取り付けられている。押印確認機構１００は、例えば、印字部材１の
印字面と反対側に位置するように、接合固定部材２に配設されている。
【００１１】
　押印確認機構１００は、例えば、発光部１０１と、発光部１０１を発光させるための電
池１０２と、発光部１０１に対して電気的に接続された第１端子１０３と、発光部１０１
に対して電気的に接続された第２端子１０４と、第１端子１０３と第２端子１０４との距
離を変化させる変形部１０５とを備えている。発光部１０１は、例えば、ＬＥＤライトに
より構成することが好ましい。電池１０２には、例えば、ボタン電池が用いられる。第１
端子１０３は、例えば、棒状端子よりなり、第１端子固定部材１０６に固定されている。
第２端子１０４は、例えば、板状端子よりなり、接合固定部材２に対して固定され、印字
部材１に圧力が印加されていない時には第１端子１０３から離間して位置し、印字部材１
に印加される圧力に応じて第１端子１０３の方に移動して、第１端子１０３と接触するよ
うに構成されている。
【００１２】
　変形部１０５は、例えば、印字部材１に印加される圧力に応じて変形することにより第
１端子１０３と第２端子１０４との距離を変化させるものであり、シリコンゴムなどの弾
性体により構成されている。変形部１０５は、例えば、一端部が第２端子１０４に固定さ
れ、反対側の他端部が第１端子固定部材１０６に固定されている。変形部１０５の内部に
は、例えば、第２端子１０４と第１端子固定部１０６との対向方向に第１端子１０３を挿
入する貫通孔が設けられている。これにより、印字部材１に圧力が印加されると、接合固
定部材２を介して変形部１０５が押圧され、変形して、第２端子１０４が第１端子１０３
に近づいて接触するようになっている。この接触が図６に示した回路におけるスイッチと
なり、電流が流れ、発光部１０１が発光する。
【００１３】
　第２端子１０４の印字部材１の側には、例えば、印字部材１と接触して、シリコンゴム
などの弾性体よりなる弾性体部１０７が配設されている。この弾性体部１０７は、押印時
に力が印紙面に対して垂直でない場合に、印字面が印紙面と平行になることを助ける役割
を持つ。また、第１端子１０３と第２端子１０４が接触する際の衝撃を吸収することで第
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１端子１０３及び第２端子１０４の摩耗を防ぐ役割も有している。印字部材１は、例えば
、接合固定部材２又は第２端子１０４に固着されていてもよいが、接合固定部材２に対し
て着脱可能とされていてもよい。
【００１４】
　変形部１０５及び弾性体部１０７の硬度は環境によって異なるが、５度から１５度程度
とすることが好ましい。また、変形部１０５よりも弾性体部１０７の硬度を低くすること
が好ましい。弾性体部１０７は、上述したように、印字面が印紙面と平行になることを助
けると共に、衝撃を緩和するものであるからである。
【００１５】
　また、利用者の押印時の癖や好みに対応するため、印字部材１に圧力が印加されていな
い時における第１端子１０３と第２端子１０４との間の距離は変更可能とされていること
が好ましい。例えば、第１端子１０３を第１端子固定部材１０６に対してねじ状に固定し
、回転させることで第１端子１０３と第２端子１０４との距離を調節できるようにするこ
とが好ましい。
【００１６】
　第１端子固定部材１０６には、例えば、印字部材１と反対側の方に伸長された支柱１０
８が設けられている。支柱１０８には、例えば、電池１０２を収納する電池収納板１０９
、コンデンサ１１０等の回路部品を配設する回路保持板１１１、及び、発光部１０１を配
設する発光部基板１１２が設けられている。電池収納板１０９は、例えば、支柱１０８に
対して回動可能に配設されていることが好ましい。電池１０２の交換を容易とすることが
できるからである。第１端子固定部材１０６、電池収納板１０９、回路保持板１１１、及
び、発光部基板１１２には、例えば、第１端子１０３と電池１０２と第２端子１０４とを
接続する導線（図示せず）を通すための導線孔１１３が設けられている。
【００１７】
　発光部１０１は、３個以上設けることが好ましく、第１端子１０３及び第２端子１０４
の少なくとも一方は、発光部１０１の数に合わせて３個以上設けることが好ましい。２個
では押印状態を十分に確認することができず、３個以上とすることにより、良好な印影が
得られる確率を高くすることができるからである。
【００１８】
　なお、この押印確認機構１００では、第１端子１０３と第２端子１０４とが接触した時
のみに通電し、発光部１０１が発光するようにしてもよいが、例えば、図示しないが、第
１端子１０３と第２端子１０４とが接触したのち発光部１０１の発光を維持する発光維持
手段と、発光部１０１の発光を停止させる発光停止手段とを有するようにしてもよい。こ
のようにすれば、発光部１０１を複数設けた場合に、その全てが発光したことを容易に判
別することができる。
【００１９】
　押印確認機構１００の周りには、例えば、押印確認機構１００を覆うようにカバー体３
が配設されることが好ましい。カバー体３は、押印確認機構１００に対して着脱可能に配
設されることが好ましい。例えば、カバー体３は、一方を閉鎖して他方を開口した筒状に
形成し、カバー体３の側部に、開口側からＬ字型に切込み４を入れ、第１端子固定部材１
０６の側部に突出して設けた突起部５を切込み４にはめ込むことにより、第１端子固定部
材１０６に固定する。このようにカバー体３を着脱可能とすれば、カバー体３を容易に取
り外して、例えば、電池１０２を交換したり、第１端子１０３を回転させて第２端子１０
４との距離を調節することができる。
【００２０】
　このように本実施の形態によれば、所定の圧力が印加されたことを発光により知らせる
押印確認機構１００を備えるようにしたので、押印状態を押印中に確認することができる
。よって、容易に良好な印影の押印をすることができる。
【００２１】
（第２の実施の形態）
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　第２の実施の形態は、印鑑補助具に関するものである。この印鑑補助具は、印鑑２００
に取り付けて用いるものであり、印鑑２００を押印する際に、印鑑２００に所定の圧力が
印加されたことを発光により知らせる押印確認機構１００を備えている。この押印確認機
構１００は、第１の実施の形態で説明した押印確認機構１００と同様の構成を有している
。すなわち、第２の実施の形態は、第１の実施の形態の印字部材１を印鑑２００に変えた
ものである。よって、同一の構成要素には同一の符号を付し、その詳細な説明は省略する
。
【００２２】
　印鑑２００には、例えば、市販のものを用いることができ、接合固定部材２は印鑑２０
０を着脱可能に取り付けることができるようになっている。取付方法としては、例えば、
はめ込み式や、ねじ式が挙げられる。他は、第１の実施の形態と同様であり、本実施の形
態によっても、第１の実施の形態と同様の作用・効果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　印鑑に用いることができる。
【符号の説明】
【００２４】
　１…印字部材、２…接合固定部材、３…カバー体、４…切込み、５…突起部、１００…
押印確認機構、１０１…発光部、１０２…電池、１０３…第１端子、１０４…第２端子、
１０５…変形部、１０６…第１端子固定部材、１０７…弾性体部、１０８…支柱、１０９
…電池収納板、１１０…コンデンサ、１１１…回路保持板、１１２…発光部基板、１１３
…導線孔、２００…印鑑

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図７】

【図１】

【図６】

【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月29日(2015.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印鑑に取り付けて用いる印鑑補助具であって、
　印鑑を押印する際に、印鑑に所定の圧力が印加されたことを発光により知らせる押印確
認機構を備え、
　前記押印確認機構は、
　発光部と、
　前記発光部を発光させるための電池と、
　前記発光部に対して電気的に接続された第１端子と、
　前記発光部に対して電気的に接続され、印鑑に圧力が印加されていない時には前記第１
端子から離間して位置し、印鑑に印加される圧力に応じて前記第１端子の方に移動して、
前記第１端子と接触する第２端子と、
　シリコンゴムよりなり、印鑑に印加される圧力に応じて変形することにより前記第１端
子と前記第２端子との距離を変化させる変形部と
　を有し、
　印鑑に圧力が印加されていない時における前記第１端子と前記第２端子との間の距離は
変更可能とされ、
　前記発光部は３個以上設けられ、
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　前記第１端子は、棒状端子よりなり、第１端子固定部材に固定され、前記発光部の数に
合わせて３個以上設けられており、
　前記第２端子は、板状端子よりなり、
　前記変形部の内部には、前記第２端子と前記第１端子固定部材との対向方向に前記第１
端子を挿入する貫通孔が設けられた
　ことを特徴とする請求項２記載の印鑑補助具。
【請求項２】
　前記押印確認機構は、
　前記第１端子と前記第２端子とが接触したのち発光部の発光を維持する発光維持手段と
、
　前記発光部の発光を停止させる発光停止手段と
　を有することを特徴とする請求項１記載の印鑑補助具。
【請求項３】
　印鑑を取り付ける取付部が設けられると共に、前記押印確認機構が配設された接合固定
部材と、
　前記押印確認機構を覆い、前記押印確認機構に対して着脱可能に配設されたカバー体と
を備え、
　前記カバー体を取り外すことにより、前記電池は交換可能とされた
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の印鑑補助具。
【請求項４】
　印字部材と、
　前記印字部材を押印する際に、前記印字部材に所定の圧力が印加されたことを発光によ
り知らせる押印確認機構と
　を備え、
　前記押印確認機構は、
　発光部と、
　前記発光部を発光させるための電池と、
　前記発光部に対して電気的に接続された第１端子と、
　前記発光部に対して電気的に接続され、印鑑に圧力が印加されていない時には前記第１
端子から離間して位置し、印鑑に印加される圧力に応じて前記第１端子の方に移動して、
前記第１端子と接触する第２端子と、
　シリコンゴムよりなり、印鑑に印加される圧力に応じて変形することにより前記第１端
子と前記第２端子との距離を変化させる変形部と
　を有し、
　印鑑に圧力が印加されていない時における前記第１端子と前記第２端子との間の距離は
変更可能とされ、
　前記発光部は３個以上設けられ、
　前記第１端子は、棒状端子よりなり、第１端子固定部材に固定され、前記発光部の数に
合わせて３個以上設けられており、
　前記第２端子は、板状端子よりなり、
　前記変形部の内部には、前記第２端子と前記第１端子固定部材との対向方向に前記第１
端子を挿入する貫通孔が設けられた
　ことを特徴とする押印確認機構付印鑑。
【手続補正書】
【提出日】平成27年11月24日(2015.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印鑑に取り付けて用いる印鑑補助具であって、
　印鑑を押印する際に、印鑑に所定の圧力が印加されたことを発光により知らせる押印確
認機構を備え、
　前記押印確認機構は、
　発光部と、
　前記発光部を発光させるための電池と、
　前記発光部に対して電気的に接続された第１端子と、
　前記発光部に対して電気的に接続され、印鑑に圧力が印加されていない時には前記第１
端子から離間して位置し、印鑑に印加される圧力に応じて前記第１端子の方に移動して、
前記第１端子と接触する第２端子と、
　シリコンゴムよりなり、印鑑に印加される圧力に応じて変形することにより前記第１端
子と前記第２端子との距離を変化させる変形部と
　を有し、
　印鑑に圧力が印加されていない時における前記第１端子と前記第２端子との間の距離は
変更可能とされ、
　前記発光部は３個以上設けられ、
　前記第１端子は、棒状端子よりなり、第１端子固定部材に固定され、前記発光部の数に
合わせて３個以上設けられており、
　前記第２端子は、板状端子よりなり、
　前記変形部の内部には、前記第２端子と前記第１端子固定部材との対向方向に前記第１
端子を挿入する貫通孔が設けられた
　ことを特徴とする印鑑補助具。
【請求項２】
　前記押印確認機構は、
　前記第１端子と前記第２端子とが接触したのち発光部の発光を維持する発光維持手段と
、
　前記発光部の発光を停止させる発光停止手段と
　を有することを特徴とする請求項１記載の印鑑補助具。
【請求項３】
　印鑑を取り付ける取付部が設けられると共に、前記押印確認機構が配設された接合固定
部材と、
　前記押印確認機構を覆い、前記押印確認機構に対して着脱可能に配設されたカバー体と
を備え、
　前記カバー体を取り外すことにより、前記電池は交換可能とされた
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の印鑑補助具。
【請求項４】
　印字部材と、
　前記印字部材を押印する際に、前記印字部材に所定の圧力が印加されたことを発光によ
り知らせる押印確認機構と
　を備え、
　前記押印確認機構は、
　発光部と、
　前記発光部を発光させるための電池と、
　前記発光部に対して電気的に接続された第１端子と、
　前記発光部に対して電気的に接続され、印鑑に圧力が印加されていない時には前記第１
端子から離間して位置し、印鑑に印加される圧力に応じて前記第１端子の方に移動して、
前記第１端子と接触する第２端子と、
　シリコンゴムよりなり、印鑑に印加される圧力に応じて変形することにより前記第１端
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子と前記第２端子との距離を変化させる変形部と
　を有し、
　印鑑に圧力が印加されていない時における前記第１端子と前記第２端子との間の距離は
変更可能とされ、
　前記発光部は３個以上設けられ、
　前記第１端子は、棒状端子よりなり、第１端子固定部材に固定され、前記発光部の数に
合わせて３個以上設けられており、
　前記第２端子は、板状端子よりなり、
　前記変形部の内部には、前記第２端子と前記第１端子固定部材との対向方向に前記第１
端子を挿入する貫通孔が設けられた
　ことを特徴とする押印確認機構付印鑑。
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